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第5章 老人福祉施設入所者の家旗交流

5-1は じめ に

「第2章 軽 費」 「第3章 養 護 」 「第4章 特養 」 にお い て ,施 設種別 毎 に入所 者 の施設 内

外 の交流や外 出行 動 につ い て考察 を行 って きた が,老 人福 祉施 設 で生活 す る高齢者 の社会

交流 の活性 化 を考 え る時,家 族 や親族,施 設外 の友 人 との 交流 も,入 所 者 の生活 の質 の向

上に欠 かす こ との で きない重 要 な要素 のひ とつ とな る もの で あ る1)2B>。

既 往研 究 にお い て,萩 原 のは,特 養 入所 者へ の家族 の面会 に は,入 所期 間,施 設 と家族

の居住地 の距離 が影響 してい るこ とを明 らか に してい る。 同様 に,滝 沢 ら5)も 特養 へ の面

会者 の居住 地 と面会頻 度 に関連 が あ るこ とを分析 してい る。 また,杉 澤 ら6)は 特養 入所 者

の家族 を対象 と した研 究 の 中で,家 族 の施 設 訪 問 に関 し,前 述 の知 見 に加 え入所 者 の意 志

疎 通能 力,入 所者 と家 族 の続柄,入 所 前 の入所 者 と家族 の人 間 関係 の 良否 に よ る相違 を明

らか に して い る。

以 上 の既往 研 究 は重度 の介護 を必要 とす る特養 入所者 を対 象 と してい るもの であ るが,

高齢 者 の身 体状 況 は多様 で あ る こ とか ら,身 体状 況 を踏 ま え老人福祉 施 設体 系 に沿 った研

究が必 要 で あ る と考 え る。 本 章 で は軽費,養 護,特 養 の3種 の老人福 祉施 設 を対象 に,老

人福祉 施 設 で生活す る高齢 者 の家族,親 族,施 設外 の友人 な どとの交流 実態 を把握 し,そ

れ らを規 定す る要因 につ い て考察す る こ とを 目的 とす る もの で あ る。 また,施 設種別 の異

な る複 数の施 設 を研 究 対象 とす る こ とに よ り,施 設種別 に よ る考察 と施 設 の 立地条件 に よ

る分析 も試 み るこ とと したい。

分析 を具体的 に進 め るに際 して は,こ れ までの章 にお い て施 設種 別 に よ り入所 者 の身 体

状 況 ・精神 状 況 は相 当に異 な る こ とが理解 で き るた め,軽 度 ・中度 の要介護 高齢 者 を対象

とす る軽 費 ・養護 をあわせ て 考察す る こと と し,重 度 の者 を対象 とす る特養 につ い ては分

離 す る もの とす る。 また,先 行研 究 にお け る特養 入所者 の家族 交 流 に関 しては,家 族 に よ

る施 設訪 問(面 会)を 交流 の指標 と してい るが,軽 費 ・養 護 の考 察 にお い ては入所者 自身

に よ る家族 宅 の訪 問,電 話 のや りと りな ども含 め,入 所 者 と家族 等 との交流 を よ り多面的

5-1



に捉 え る こ と と した い。

5-2軽 費 老 人 ホー ム ・養 護 老 人 ホー ム 入 所者 の 家族 交 流

5-2-1研 究 方 法

軽 費お よび養 護 入所 者 の家 族 交流 の 実態 を把握 す るた め,入 所 者 を対 象 と した ア ンケー

ト調 査 を行 った.調 査 対象施 設 の設 定,調 査 対 象 者,調 査 の方 法 お よび ア ンケー トの設 問

構 成 に関 して は,「 第2章 軽費 」 「第3章 養 護 」 に同 一 で あ り,調 査 総 数 は軽 費231名,

養護208名,計439名 で あ る。 調査 対象 者 は入 院 中や 面接 調 査 不能 の者 を除 き,軽 費 入所 者

に関 して は事 前 に調 査 票配 布 の後,回 収 時 に面接 聞 き取 り調 査 を行 い,養 護 入 所 者 は面接

聞 き取 り調 査 を実施 した。 ア ンケー トの設問構 成 は,性,年 齢 等 の属性 の他,入 所 期 間,

r供 の有 無,身 元引受 人 の続 柄,身 体状 況お よび家族 等 との 交流 に 関す る項 目で あ る。

家族 交流 は,家 族,親 族,施 設外 の友 人等 との 交流(以 下,家 族 交流 と総 称 す る)と 定

義 し,家 族 が施 設 を訪れ る面会,入 所 者 が家族 宅 を 日帰 りで訪れ る訪 問,入 所 者 が家族 宅

に 泊 まる外 泊お よび電 話 のや りと りの4つ の指 標 か ら捉 え る こ と と し,そ れ ぞれ の頻 度 と

交流相 手を把 握 す る こ と と した。 また,「 第2章 軽 費 」 「第3章 養 護 」 にお い て,施 設 外

友 人数や 友 人 とのつ き あ い の程 度 に関 して述 べ た が,本 章 にお い て は友 人 との 交 流形 態 の

内,面 会,訪 問,外 泊,電 話 に よ る もの を対 象 に 考察 を行 うもの とす る。

5-2-2調 査 対 象 施 設 の概 要

調 査対 象施 設 の概 要 を表5-1に ま とめ た。

近 畿 圏 の軽 費5施 設,養 護4施 設,合 計9施 設 で あ り,こ れ らの施 設 は 市部6施 設,郡 部3

施 設 に 分類 す る こ とが で き る。 各施 設 の開設 時 期 は,軽 費 は1971年(昭 和46年)以 降 ,養

護 は1915年 以 降(昭 和20年 代)で あ る。 施 設種 別 に よ る開 設 時 期 の相 違 は,軽 費 は1963年

(昭 和38年)の 老人福 祉 法制 定 に よ り設 置 され た 老人福 祉 施 設 で あ るの に対 し,養 護 は戦

前 か らの養 老院 を前身 と し,同 法 制 定後,養 護 老人 ホー ム に移 行 した施 設 が多 いた めで あ

る。 施 設 定 員 は,軽 費 に比 べ養 護 の方 が多 人数 で あ るが,こ れ は全 国 の老 人福 祉 施 設 の施

設 定員 にお い て も同様 の状 況 で あ り,軽 費 は定 員50人 規 模 の施 設 が多 い7)。 施 設 の居室状
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況 につ い て,軽 費 はす べ て個 室 で あ り,居 室 へ の 便 所,洗 面 所 の設 備 状 況 は,各 施 設 の設

立年 に よ り異 な る。 養 護 は2人 部 屋 で あ り,便 所,洗 面 所 は全 施 設 と も共 用 で あ る。 各 施

設 の公 共 交 通機 関 へ の ア クセ スで は,市 部 に 立地 す る施 設 で は,鉄 道 駅 まで 徒 歩 圏 内 に あ

るの が3施 設,バ ス に よ る もの が3施 設 で あ り,郡 部 で は バ スに よ る もの が2施 設 ,徒 歩 あ

るい は タ ク シー の み1施 設 で あ る。 バ ス に よ り鉄 道 駅 ま で ア クセ ス 可能 な郡 部 の2施 設 にお

い て は,バ ス の ダイ ヤ は1時 間 に1本 程 度 が1施 設,も う1施 設 の ダイ ヤ は通 勤 時 間 帯 に限

られ,昼 間 の バ ス利 用 が で き な い状 況 に あ る。

表5-1調 査対象施設の概要

軽 費 老 人 ホー ム 養 護 老 人 ホー ム

施 設A施 設B施 設C施 設D施 設E施 設F施 設G施 設H施 設1

デ ー タ数583744524055565938

更在皆講 灘 講 灘 講 講 簿鰻 講 灘
設 置 形 態 社 福 法 人 公 立 社 福 法 人 社 福 法 人 社 福 法 人 社 福 法 人 公 立 社 福 法 人 社 福 法 人
(開設時期)(1971)(1974)(1978)(1981)(1985)(1946)(1949)(1952)(1952)

定 員70人50人50人50人50人105人80人90人50人

併 設 施 設 一 一 一 特 養 一 一 一 特 養 一

階 数2階 建2階 建2階 建4階 建3階 建2階 建2階 建2階 建2階 建

居 室 面 積8.99㎡12,33㎡16,57㎡15.90㎡16.24㎡9.43㎡8.61!㎡6 .43r・f6,90nf便 所 洗 面 共 用 共
用 専 用 専 用 専 用 共 用 共 用 共 用 共 用

立 地 条 件 市 部 郡 部 市 部 市 部 市 部 市 部 郡 部 市 部 郡 部

交通アクセス鵜 器 聡 霧 響 講 器 験騰 羅

〈注 記 〉 居 室面 積 の単位 は ㎡,養 護 の居室 面積 は1人 当た りの 面積 で算出 した。

施 設Dの 定 員 とデ ー タ数 との差 は,定 員外 の 受 け入れ を行 って いるた め。

5-2-3調 査 対 象 者 の属 性

調査 対 象 者 の属性 を表5-2に ま とめ た。 入所 者 の性 別構 成 比 は,女 性 の 占め る割 合 が非

常 に高 い。 平均年 齢 は79.4才 で あ り,軽 費,養 護 にお い て特 に差 は な く,と もに女性 の平

均 年齢 は 男性 を若 干 上 回 る。 入所 期 間 の平均 は6年 で あ る。

子供 の い る者 は約60%で あ り,軽 費 で は70%強 の者 が子 供 を有 す るの に対 し,養 護 で は

50%未 満 で あ る。 身 元 引受 人 と入 所 者 との続 柄 で は ,子 供 を身 元 引受 人 とす る者 が54.3%

で あ るが,施 設種 別 に よ り身 元 引受人 の続 柄 は大 き く異 な り,軽 費 は子 供 が70 .2%を 占め
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るが,養 護 で は36.6%で あ る。 養 護 の 身 元 引 受 人 は,子 供 に つ い で 兄弟 が32.2%と 多 く,

甥 ・姪 お よび そ の他 が 同 率 で15.6%と 続 く。 そ の他 に は従 兄,友 人 ・知 人,入 所 前 の職 場

の雇 用 主等 が 分類 され,養 護 の 男性 で はそ の他 の割 合 が も っ と も高 い。

施 設 入所 前 の家 族 形 態 で は,独 居 の 者 が55.8%を 占 め て い る。 軽 費 は独 居 と子 供 世 帯 と

の 同 居 が ほ ぼ 同 じ割 合 で あ るが,養 護 で は独 居 が71.4%と 高 い 割 合 を示 し,子 供 世 帯 との

同居 は9%に 過 ぎ な い。

入 所 前 の 住 宅 の所 有 形 態 は,持 ち家 の者 が50.7%,民 営 借 家25.9%と 続 く。 持 ち家 に 関

表5-2調 査 対象者 の属性

1軽 舵 人ホームli難 老人ホーム1合 計

檎 性 女性 合副團 團■團團■囹圃 團 團■團国 合計

デ ー タ 数(人)4818323144164208● ・439

(2α8%)(79,29」)(100%)(21,296)(78.896)(100%)151(100腸)

平 均 年 齢(才)1■国 ・・一 ・1η・79-11国 国 国

平均入所一)il446157116263631国 國 国

子供のいる者[1　 ～ 国1国 ■国 国1国 国 国

入 所 直 前 独 居43.841.542.069.072,071.455.655.955.8

の 家 族 形 子 供 世 帯 と 同 居33.341.039.44.89.88.720.026.224.9

態 そ の 他22.917.518.626.218.219.924.417,919.2

本 人 前 住 同 一 市 町 村29.826.827.453.554.654.441.139,940.1

地 同 一 府 県53.248,649.632.639.337.943.344,244.0

他 府 県17.024.623,014.06.17.815.615.915.81
身 元 引 受 子 供82.667.070.223.839.936.654.554.254.3

人 の 続 柄 兄 弟6.515.413。628.633.132.217.023.822.4

甥 ・ 姪6.59.99.214.316,015.610.212.812.2

そ の 他4.3777033,311.015.618.29.311.1

身 元 引 受 同 一 市 町 村35,424,026.42g.53g.037032.631.131.4

人 の 現 住 同 一 府 県41,753.050.622.729.g28432.642.140,1

地 他 府 県22.923.022.947.731.134.634.826.828.5

入 所 前 の 持 ち 家55.365.563.326.839,136,542.053.150.7

住 宅 所 有 公 営 借 家14.98.810.10.06.04.78.07.57.6

形 態 民 営 借 家27.719,921.629,331.130.728.425.225.9

そ の 他215,85,043。923,828121.614,315.91
身 体 状 況 視 力639.3872.310.48.74.4g.88.7

聴 力14.612.012.69.311.611■12.011.811.9

階 段 昇 降10.419.117.330.246.042.720.332.630.0

低 レ ベ ル27.132.23t239.554.651.533.343.439.9

〈注 記 〉 上 表 は 不 明 件 数 を 除 い て 表 示 し た 。 以 下 の 図 表 も 同 様 で あ る 。 身 元 引 受 人 欄 の 続 柄 に は 、 続 柄 人 の

配 偶 者 の ケ ー ス を 含 む 。 身 体 状 況 の 視 力 ・聴 力 ・階 段 昇 降 は 、 不 自 由 な 看 の 構 成 比 を 示 し 、 低 レ ベ

ル は 低 レ ベ ル の 者 の 構 成 比 を 示 した 。 単 位 表 示 の な い 数 値 は 構 成 比(%)を 示 す 。
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し,軽 費 は63.3%で あ る の に対 し,養 護 は36.5%で あ り,そ の 差 は 大 きい。 そ の他 に 分類

した間 借 り,寮,住 み 込 み 等 に 関 して,軽 費 が5%で あ る の に対 し,養 護 は28.1%で あ り,

特 に養 護 の 男性 にそ の他 の 者 が 目立っ 。

身 体 状 況 につ い て は,視 力,聴 力,階 段 昇 降 の3つ の 指 標 で把 握 す る こ と と し,そ れ ぞ

れ 普 通,不 自由の2つ に 区 分 した。 分析 に際 して は身 体 状 況 を総 括 的 に示 す 尺度 と して,

視 力,聴 力,階 段 昇 降 の 内,ひ とつ で も不 自由 な 者 を低 レベ ル 群,す べ て普 通 の者 を高 レ

ベ ル 群 と定義 した。 身 体 レベ ル が低 レベ ル 群 で あ る者 は39.9%で あ り,軽 費 は31.2%,養

護 は51.5%で あ る。 特 に 階 段 昇 降 を不 自由 とす る者 の割 合 が養 護 で は 高 い(表5-2に は低 レ

ベ ル群 の者 の構 成 比 の み を記 載 した) 。

5-2-4家 族 交 流 の頻 度 と規 定 要 因

家 族 交 流 の頻 度 に 関 し,交 流 形 態 別 に 図5-1に 示 した。 面 会,訪 問,電 話 の頻 度 にっ い

て は,週 に1回 以 上,月 に2～4回,月 に1回 程 度,年 に 数 回,な しの5段 階 で 区 分 し,

外 泊 につ い て は家 族,親 戚,友 人 宅 等 へ の外 泊 に 限 定 し(施 設 の行 事 や 個 人 で い く旅 行 等

面 会%電 話%

[繊][蹴]N

全 体439

a2/13/23●337_722.89 .219.52(L821.329.3

軽 費231

4.3/19.929.932.513 .414.7251261915 .2

養 護匿羅 塞麗麗璽璽===コ208
1.9/5.3/15.943.533 .32.9/13.1/15/23.845 .1

訪 問%外 泊%

[蹴][蹴]N

全 体 ■■■■[====コ439
a2/5.9/&5/22260.242657 .4

軽 費團■%璽 璽籔=====コ=]231
3.9/10.4/10/29.446 .352.447 .6

養 護 ■■■[=====]208
a4/1/〔L8/14175.731 .768.3

凡 例:iiiii週 に1回 ■ 月 に2～4回

笏 月 に1回 年 に数 回 口 な し

た だ し,外 泊 は■ 外 泊 あ り 口外 泊 な し

検定結果 を[]内 に示 した。 傘印は次の意味 を表 し,以 下の図表においても同様である。

*率 率:p<0 .001**:p〈 α01*:p<0.05

図5-1家 族 交 流 の 頻 度 一 面 会 ・電 話 ・訪 問 ・外 泊 一
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は除 く),そ の有 無 で 区 分 した。

交流形態 別 に交流状 況 をみ てみ る と,面 会や 電 話 に よ る交流 は,訪 問や 外 泊 よ りも活発

で あ る。 交流 の あ る者 に 関 し,面 会 と電 話 の 交流頻 度 をみ る と,月 に1回 以 上 の頻 度 を示

す 者は面会 は39.5%で あ るの に対 し,電 話 は49.5%の 割 合 を示 してお り,交 流頻 度 の点 で

は電 話 が もっ とも高 い。

先 の調 査 対象 者 の属性 で明 らか な よ うに,施 設 種 別 に よ り子供 の有 無や 入 所 前 の家族 形

態 等 に大 きな 差異 がみ られ る こ とか ら,ま ず施 設 種別 ご とに交流 形 態 の特 徴 を把 握 した。

面会頻度 で比 較 す る と,軽 費 では54.1%の 入所 者 が月 に1回 以 上 の 面会 が あ るの に対 し,

養護 で は23.1%で あ り,養 護 入所 者 の3分 の1は まった く面会 な しと答 えて い る。 電 話頻

度 に関 し,軽 費 は65.8%の 者 が 月 に1回 以 上 の電 話 のや りと りが あ るが,養 護 で は31.0%

で あ り,ま った く電 話 で のや りと りをな しと答 えた者 が45.1%を 占め,養 護 の 中 で は高い

割 合 を示す 。 訪 問頻 度 に関 し,軽 費 で は53.7%の 者 が年 に1回 以 上 は家 族 宅 を訪 問す るが,

養 護 で は24.3%で あ り養 護 入所 者 の75.7%に 訪 問 は見受 け られ な い。 外 泊 に 関 し,軽 費 で

は52.4%の 者 が年 に1回 は外 泊 してい るが,養 護 では31.7%で あ る。 面会,電 話,訪 問,

外 泊す べ て の 交流 形 態 にお け るそ の頻度 に関 し,施 設種 別 に は有 意 差 がみ られ る。

この よ うな施 設 種 別 に よ る家族 交流 の頻 度 の差 は,調 査 対 象 者 の属性,子 供 の有 無,入

所 前 の家 族 形 態,身 体 状 況 の相違 等 が影 響 してい る もの と考 え られ るた め,こ れ らの項 目

の別 に交流状 況 の特 徴 を把 握 す る こ と とす る(図5-2:こ の 図 にお い て は,面 会 ・電 話 ・

訪 問 の各 々の頻 度 を3段 階 に区分 し表 示 した)。

まず,性 別 で は,女 性 は男性 に比 して交流頻 度 は活発 で あ り,面 会,電 話 に有 意 差 が認

め られ る。

入所 期 間別 にみ る と,入 所 期間 が長期化す るにつれ 家族 交流 が希 薄 にな る傾 向がみ られ,

交流形態 のす べ てに有 意 差がみ られ る。

視 力,聴 力,階 段 昇 降 の別 で は,と もに普通 の者 は,不 自由な者 に比べ 交流頻 度 が高 く,

視力 では電 話 と外泊 に有 意 差がみ られ,聴 力 では電 話 でのや りと りに有意 差 がみ られ,階

段 昇 降 では電 話,訪 問,外 泊 に有意 差 がみ られ る。

子供 の有 無 の別 で は,子 供 のい る者 の交流頻度 は交流 形態 のす べ て にわ た り高 く,面 会,

電 話,外 泊 にお いて有 意 差 がみ られ る。

入所 前 の家族 形態別 で は,子 供 世帯 と同居 の者 の交流頻 度 は高 く,交 流形 態 のすべ て に

有意 差 がみ られ る。
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而 会%電 話%訪 問 冤 外 泊%
一一 一一 　 '-T-一 『丁 一 一 一 こ マ ー 電 「一一一 ▼

_▼-1・ 一「「一　一 ・T-一 一r-一 一 一N

性 別 男 性 ■■■彫髪髪易__」 「舞判 ■■■匿髪霧{三-i纏]■ 匪霧i[====三]11■ 『 コL]92
,翼1.730.4;35.93720.742.416 .3/15.26&53こ 三766.3

女性圏 … 捌コ ■一 】 ■■■■二-:舛7
U39.619.452曹821.425. .81824.1584555

蜥1年 」国 易」 圃 ■■一i困 ■■--[‡]5[
其月「習」 締 旨4927.523.564.711.a∠2昼.52a4/7.8627:35 .6〔 シ1「4

ト5年% _」]■ ■ 一二]臨
43.242.ll4.854.118.6/27.β25.7/19.754.650 .949.1

5～1麻 ■ ■ ㎜1二 物 「]匿%[三 三]■ ■■[]107
:y7.432.729.943.925230.8{13/27 .163.659.340 .7

牌 以上■ 口懸[]■ ■彫%[]彪%「==二]■ ■[=]95
30.54029。538.327,7344.:3/29.8664α559 .5

視 力 不自由 ■■■■㎜]「 一]■ ■■彫 二三二][‡]旺==][一]■ 【==二=]L桝]138
47.434.21&436.815.847.25.3/21.173.721 .17&9

普 通 ■■ 懸[]%]■ 彫[==コ ■■「 二]400
38.8〔 凪123.150.821.927。41&8/22.458981M .855.3

聴 力 不自由]レ]■ ■■彫 「=二]1‡]■ 雁==三=]「-1■ ■【=ニ コ1-」52

4a344.213.53Z72542.315.4/21.263.53{i563 .5

普 通 園=],猛=]■%[=三 三]一-386
-一:昊)

.236.923.951.820.82731822.459。643 .556.5

階段 不自由]L-]■ ■■匿%[=二][‡]■ 一]L‡ ‡‡]■ ■【]1‡ ‡‡1128

昇照 …36.740.6227.:1臣L624.437&7/12.6/78.728 .171.9

普 通'羅 二]髪 霧二]■ ■彦霧菱三==二]■ ■■【二ニコ309
40.936.422.754.220.125.621.426.352.348 .951.1

身体の 低 圏[]「 一]コ 「‡捌 ■彪%===二=二]「‡網 ■■【=三二■]〔‡網178
秘 己38.8412Q,237.324.937.910.8/15.873.41党68

高 ■■懸 コ 形[]■ ㎜[=]■ ■一]鵬
40.435響324.458.2192忍9229626.750.850 .249.8

子供の あ り][綱1%=]「 韓‡j■■盟1=====]「 ■ ■■■■[=二][纏‡1261
で丁無54.232L塾L _1:玉55921a321.620.823.655.650.649。4

な し 團 二=二]■ ■■■㎜[===]■1%===二 二=■ ■■1[=二=二il73
17.946.8:憂5.3:死i.324.939.913.3/2α865.93L868 .2

入所前 独 居]1‡ 纏}'砺 三=][辮]■%[二==二=]瞬 判 ■■【=二==][‡ ‡‡]244
の家族 調.836.629.643.320.73615.7/16.16&234 .465.6
の形態 子世帯"懸]雛]]109

と同 居56.938.54.670.619.3/1α125.73α737.669 .73α3

その他 国=]多%二=]■ ■「三=]84
34.540.52540.426.233.313.1/2L465 .532.167.9

杢人 同一 ■■■匿羅 二][一]微=[一]■ ■彫[===二]「 一 ■■■[=二=]1斡]175
1jll住地 市町 村39.13742a64a2223L82a5/19 .757.840.459.6

同一願 ■■㎜]物=]■ ■【=]192
36.540.12ユ44「 乙920.33L813246353 .746.3

他府県 盟[]:揚]■ 髭%===二]■ ■■■■コ69
4{凱331.91&863.820.3/15.918.8/24.656 .56139

身元引 同一 ■■■■懸 □[‡網 鋤 二]「 一]■■㎜[===]1‡1■ ■■ 二]1-」138
受 人 の 市町 村4a438.41a249.326.124.624 .6/20.:1騙.1428焉7.2

現住地 同一府県 懸]髪[]■ ㎜ 二二二二]■]176
4L540.318.255.117.6/27。316.5/2al57 .448.35L7

鵬 県 ■膨%鉦=]1珈1■%L二 二三]■ ■[二]125
29:33.13794豆.521.137.411 .4/1&769.934.4e置5.6

前{r壱 持ち家 ■■■■㎜[][‡ 纏j物][‡ 糊 【‡1■ ■■■:一一一]【‡‡‡」208
0),可テfT49 .536.114=458.719」7/21.618 .8/2457.253.44〔L6

形態 公営借家■■■彫㎜]霧 二]■ 腿=二 三]■ ■【二二]31
41.945.212.9ξ シ重。512.9/22.619 .4/32.348.441.9-59-「

民営借家 ■■■薩猛=]■ ■脇==二==]■ ■1コ106
3al34:翼40.625.5342a6/且66L31シ 雲66

そ朔也 ■懸[]■ ■㎜==]1脇===ニ コ ■[二=]65
-21

.54ユ135.4:33.823.14〔Ll6.2/18 .5/75.429.2-70.8

都市の 市 部 陣 」%[]匿*j■ 膨%=三=]「 一糊 ■ ■ 一=][一]期
瀦 莫4a632920.55&319.222522426.750 .84a556.5

郡 部 ■■彫形「二=]彫[二=二 三二]■ ■【===]13【
22848.928.228.426.24546 .2/IL582.340.559.5

凡例:■ 月に1廼 以 上 笏 年に数回程度 □ な し ただ し外泊は有無で表示 ■ あり □ な し

図5-2性 別 ・年齢 等 か らみ た家族 交流の頻 度
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本人 前住地 では外 泊 に有 意 差 がみ られ,他 府 県 か らの入所 の者 は外 泊 の割 合 が高 く,入

所施設 と同一市町村 か ら入所 した者 の外 泊 の割 合 は低 い。

身 元引受 人の現住 地 で は,施 設 近 くに身 元引受人 が住む 者 の方 が 交流 頻度 が高い傾 向 が

み られ,面 会,訪 問 に有意 差 がみ られ る。

前住 宅の所 有形態別 で は持 ち家 の者 の方 が交流頻 度 が高 い傾 向 がみ られ,そ の他 に分類

され る者 は交流頻 度 が低 く,交 流形態 のすべ て に有 意差 がみ られ る。

施設 の 立地す る都 市 の規模 別 で は,市 部 の方 が交流頻 度 は高 く,面 会,電 話,訪 問 で有

意差 がみ られ る。

っ ぎに,前 述 の項 目別 に把握 した もの に関 し,さ らに子供 の有 無 の別 に区分 した上 で ク

ロス集 計 を行 ない,そ の検 定結果 を表5-3に ま とめた。 子 供 のい る者 の場 合,交 流形 態 の

すべ てにつ い て,入 所 前 の家族 形態 お よび施設種別 にお い て有意 差 がみ られ,子 供 世 帯 と

同居 の者,お よび軽 費 入所者 の 交流 頻度 が高い。 子供 のい ない者 の場合,面 会 につ い て,

都 市の規模 お よび身 元 引受 人 の現住地 にお いて有意 差 がみ られ る こ とが特徴 的 で あ り,面

会頻 度 の相違 に は交通 ア クセ ス も関 わ ってい る もの と推 察 され る。

以Lに み て きた よ うに,家 族 交流 の頻 度 には家族 の状 況,身 体状 況や施 設種別 な ど多 く

の要因 が影響 を及 ぼ してい る こ とが理解 で き る。 そ こで これ らの要 因 の内,ど の要因 が家

族 交流 の頻度 に どの程 度 関わ ってい るか を考察す るた め,説 明変数 相 互 の影響 を受 け るこ

とな く分析 可能 な数 量化1類 お よびII類 に よ り分析 を行 うこ ととす る。 面会 ・電話 ・訪 問

につ い てはそれ ぞれ の 交流頻度 を 目的 変数 とす る数量化1類 に よ る分析 を,外 泊 につ いて

は外泊 の有 無 の 二群 判別 を 目的 変数 とす る数 量化H類 に よ る分析 を行 った。説 明変数 とし

て性 別,入 所 期間,身 体状況,子 供 の有 無,入 所 前 の家族 形態,本 人前住地,身 元 引受人

表5-3子 供の有無別にみた家族交流

子 供 あ り(N=261)子 供 な し(N=173)

面 会 電 話 訪 問 外 泊 面 会 電 話 訪 問 外 泊

性 別*一*牌*料 峠 一 一

入 所 期 間 一 一 牌 ホ 林 一*勅 一

身 体 状 況 一*料 率 ホ ー 林 林**料

入 所 前 の 家 族 形 態*樽*料 林*牌*一 一 一 一

本 人 の 前 住 地 一 一 一 一 一 一 一 一

身 元 引 受 人 の 現 住 地 料 一 一 一 ホ牌*一_

前 住 宅 の 所 有 形 態**料 一 林*一 一 零 一

施 設 の 立 地 す る 都 市 の 規 模 一*樽 榊 一 林 率 桝 林*一

施 設 種 別 榊*林 林*料*一*料 瞭 料喋
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表5-4家 族 交流頻度の数量 化理論 に よる計算結 果(軽 費 ・養護)

面 会 電 話

カテゴリーNカ テゴリースコア レン ジ 偏相関係数Nカ テゴリースコア レン ジ 偏相関係数

性 別i婁 桂
、茸1君lllO・2530・1526311君lllO・3280・1744

入 所 期 間1年 未満510.1180.2590」538510・2310・3830・1490
1～5年1790.0881790040

5～10年106-0.141106-0152

10年 以 上g3_0.07392_0.031

身 体 状 況 低 レ ベ ル 群1750.0480・0800・0574171一 α1690・2810・1763

高 レ ベ ル 群257-0.0322570.112

子 供 の 有 無 あ り2570.1800.4490.29922560.0760.1880.1085

な し172-0.269172-0.113

魏 聖の家 論 鞘 居1器38窪lo・0980・06631813?llo・2170・1071
その他820,05782-0.043

翻 の前住i團=壽 質村;1;名8110・0640・0399111:8:8110・1240・0546
・他 府 県68-0 .01068-0.097

舞 剋受人聰讃質村i}1羅 …0　 iil羅 　 …　
都 市 の 規 模1市 部3010,0320.1060,06283010.0840,2830,1567

・郡 部128-0
.074127-0.199ロ

施 設 棚1壌 蓬lll欄10・3460・2116111脳10・37702106

重 相 関 係 数0.2596重 相 関 係 数0.2633

訪 問 外 泊

カテゴリーNカ テゴリースコア レン ジ 偏相関係数Nカ テコ'リースコア レン ジ 偏相関係数

性 別i婁 荏
、ll38110」090・0615311君8110・1100・0906

入 所 期 間1年 未満490.0740,2670.169549-0・1050・1810」270
1～5年1730.1151730.028

5～10年97-0.152970.076
10年 以上84-0.10484_0.085

身 体 状 況 低 レ ベ ル 群158-0・1780・2930・1864158-0・1110・1830・1869

高 レ ベ ル 群2450.1152450.072

子 供 の 有 無 あ り244-0.0260.0670.02532440.0240.0600.0645

な し1590.040159-0.037

魏 潔 家 享金紮 居lll31110・31401462111君:lllO・3350・2娼2
そ の 他76-0.05676_0,113

奄人の前住i賑 質村1il:i§iiO158…;ll書 §ll… …

錘 評 人i圓=壽 質村{ll8:8110・1960・1407{ll8:8{lo・0670・0803
1他 府 県113-0

.141113-0,048

薯簿憲の所i禧豪萎の他 子88-98穆 …24・ ・1395子88-98器 …66…312

都 市 の 規 模1市 部2870.0980,3420,1782287-0.0140,0500,0676
1郡 部116-0

.2431160.036

施 設 種 別i嚢 叢lll311}・ ・237・ ・1395111暑881α ・・・ …312

重 相 関 係 数0.2310判 別 的 中 率69.596,相 関 比0.4301
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の現 住地,施 設 の 立地 す る都 市 の規模,施 設種 別 の9項 目 と し,訪 問,外 泊 に は 前住 宅 の

所 有 形態 を加 えた10項 目を用 い た。

数 量 化1類 お よびH類 に よ る分析 結果 を表5-4に ま とめ た。 カテ ゴ リー ス コア は数 値 が

大 きい ほ ど頻 度 が高 い こ とを示 してい る.レ ンジ,偏 相 関係 数 と も数 値 が 大 きい程,そ の

説明 変 数 の影響 が 大 きい こ とを示 してい る。

面会 で は,レ ンジ,偏 相 関係 数 と もに,面 会頻 度 を規 定す る第 一 の要因 は子 供 の有 無 で

あ り,つ い で施 設種別,身 元 引受 人 の現 住 地,入 所 期 間 の順 に面会 頻 度 を規 定 して い るこ

とが分 か る。

電 話 は,レ ンジ と偏相 関係 数 で は順位 が 多少 異な るが,施 設 種別,身 体状 況,性 別,施

設 の 立地す る都 市 の規模,入 所 期 間 な どが 電話 の頻度 を規 定す る要 因 で あ る。

訪問 は,レ ンジ と偏相 関係 数 で は順位 が 多少 異 な るが,身 体状 況,施 設 の 立地 す る都 市

の規模,入 所 期間,入 所 前 の家族 形態 が訪 問 の有 無 を規 定 す る要 因 で あ る こ とが 分 か る。

外 泊 で は,外 泊 の有 無 を規 定す る第 一の要 因 は入所 前 の家 族 形 態 で あ り,つ い で身 体状

況,入 所 期 間,性 別 な どが 規 定要因 と して あ げ られ る。

家 族 交流 を規 定す る要 因 の 内,施 設 種 別 に着 目す る と,規 定要 因 と しての施 設 種別 は,

面会 と電話 にお い て第 一位 ま た は第 二位 に位 置 してい る(訪 問 は第 五位,外 泊 は第 十位)。

そ の理 由 と して面会 に 関 して は居 室条件 の違 い,電 話 に 関 して は専用 電 話 の有 無 が 考 え ら

れ る。 居 室条件 に関 し,軽 費 が個 室 で あ るの に対 し養 護 は2人 部屋 で あ り,軽 費 の場 合,

面会 者 は居 室 を訪れ るが,養 護 の場 合 は面会 室 を利 用す る こ ととな っ てお り,こ う した居

室条 件 の違 い が面会 頻 度 に影響 を与 えてい る もの と推 察 で き る。

電 話 につ い てい え ば,軽 費5施 設 の内,2施 設 にお い て は居 室 内 に 専用 電 話 の設 置 が可能

で あ り,こ の2施 設 の56.2%の 者 が専用 電話 を設 置 して い るが(2施 設 の調 査 対 象 者89人 の

内,50人),他 の軽 費 ・養護 入所 者 は'1～2台 の公 衆 電話 の利 用 とな る。 専用 電 話 の有 無

に よ り電 話 頻 度 を比較 した結 果,有

意 な 差が認 め られ た(図5-3)・%[、 聯]N

また,躰 鋤 を伴う訪問,外 泊 専騰78燃50

では,と もに頻度を規定する要因と 専用電話 ■ ■■ ■羅[==コ389
な し45.721.732.6

して身 体状 況 が強 く関 わ ってい る。
凡例:■ 月1回 以上 勿年に数回 口なし

施設 の 立地す る都 市の規模 は,訪 問

では身 体状況 に次 ぐ第 二位 の要因 で 図5-3専 用電話の有無 と電話頻度
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あ るの に対 し,外 泊 で は 第 九位 に位 置す る。 これ は,日 帰 りで あ る訪 問 は,入 所者 が 単独

で家 族 宅 を訪問す る こ とが 多 く,各 施 設 か らの公 共 交通機 関へ の ア クセ スの相 違 が訪 問頻

度 に関 わ る もの で はな い か と推 察 され,外 泊 の場 合 に は家 族 に よ る送 迎 が多 い こ とに よ る

もの と考 え られ る。 外 泊 で は 入所 前 の住 宅 が持 ち家 の者 の 方 が外 泊 が多 く,前 住 宅 の所有

形 態 は 第 五位 に位 置 して い る。

5-2-5家 族 交 流 の 相 手

家族 交流 の相 手 につ い て,子 供 の有 無 の別 に 区分 した上 で図5-4に ま とめ た。 子 供 の い

る者 は,面 会,電 話 にお い て 交流相 手 は子供 が突 出 して高 い割 合 を示 し,訪 問 で も子 供 が

もっ と もそ の割 合 が 高 い。 子 供 の い な い者 は兄弟,他 の親 戚 を交流 相 手 とす る割 合 が,子

供 の い る者 に比 して高 い。 また,友 人 を交流 相 手 と答 えた者 の割 合 は,子 供 の有 無 に関 わ

りな くほぼ 同様 で あ る。

交流 相 手 に友 人 の あ る者145人 に 関 し,友 人 との 交流形 態 をみ て み る と,電 話 に よ る者

は77.2%,面 会 は50.3%,訪 問 は43.4%,外 泊 は13.8%で あ り,電 話 に よ る割 合 が非 常 に

高 い こ とが分 か った。

つ ぎ に,友 人 との 交 流 の有 無 と性 別,入 所 期 間等 との 関係 につ い て 分析 を行 った結 果,

%

100[零 聯 〕[蹴][蹴]

80-一 一 一 翻… 『

60-一 一 一 一 一 一 一 一 一 …""… … 『… 曽… 伊"… …}子

40鱒 ～ 一τ 　　 一{…}　 一'一 …"1

σ"＼ 、/9'一 つ、、/∠

20「'… 一一一 」…一/o・ 、 』
!ノ/＼o・/

0

子 兄 他 友 な 子 兄 他 友 な 子 兄 他 友 な

供 弟 の 人 し 供 弟 の 人 し 供 弟 の 人 し

親 親 親

戚 戚 戚

面会の相手 電話の相手 訪問の相手

凡例:一 ● 子供あり ・・○ 子供なし

図5-4子 供の有無別にみ た家族交流の相手
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入所 期 間,身 体 状 況,施 設 の 立地す る都 市の規模 で有 意 差 がみ られ た。 さ らに,施 設種別

に よ る分析 で は,軽 費 は入所 期 間 と身 体状 況,養 護 は本 人 前住 地 と施 設 の 立地 す る都 市 の

規模 に よ る有 意 差 が み られ た(表5-5)。

表5-5性 別 ・入所期間等の別にみた友人交流の状況

全 体(Nニ439)軽 費(Nニ231)養 護(Nニ208)

性 別 男 性293%[一]417%[一]159%[一]

女 性340%404%268%

入 所 期 間1年 未 満47196[***]71.4%[***]300%[一]

1～5年41.8%50.596318%

5～10年2809631.09622.2%

10年 以 上14。79617.9%12.596

身 体 状 況 低 レ ベ ル270%[*]264%[林*]274%[一]

高 レ ベ ル375%472%220%

本 人 前 住 地 同 一 市 町 村35.4%[一]39796[一]33.0%[*]

同 一 府 県29.2%386%15.496

他 府 県391%47.2%12.5%

都 市 の 規 模 市 部383%[*料 ・]418%[一]325%[*纏]

郡 部206%351%149%

〈注 記 〉 友 人 交 流 の あ る 者 の 構 成 比 を 示 し た 。

5-2-6小 括

本 章 は,軽 費,養 護 入所 者 を対象 と し,入 所 者 の家族 交流 の実態 を把 握 し,家 族 交流 が

どの よ うな 要 因 に規 定 され るか を明 らか にす る こ とを 目的 と して い る。 そ の結 果 を以 下 に

要約 す る。

(D家 族 交流 の指標 と して捉 えた面会,電 話,訪 問,外 泊 の交流 形 態別 の頻 度 で は,電 話

に よ る交流 頻 度 が もっ と も高 く,つ い で面会,外 泊,訪 問 の順 に頻 度 は 高 い。

(2)交 流 形 態 の別 に 交流頻 度 を規 定す る要 因 を析 出 の結 果,面 会頻 度 は,子 供 の有 無 ・施

設種別 ・身 元 引受 人 の現 住 地 ・入所 期 間 に規 定 され る こ とが 判 明 した。 電 話 頻 度 は,施

設種 別 ・身 体 状 況 ・性 別 ・施 設 の 立地す る都 市 の規模 ・入所 期 間 に,訪 問 は,身 体状 況

・施 設 の 立地 す る都 市の規模 ・入所 期 間 ・入所 前 の家 族 形 態 に ,外 泊 は,入 所 前 の家族

形態 ・身 体 状 況 ・入所 期 間 ・性 別 に規 定 され る こ とが判 明 した。

(3)面 会 と電 話 頻 度 に施 設種 別 が影 響 してい る こ とは,施 設 設備 の条件 面 か ら説 明す る こ

とがで き る。 面会 頻 度 は,居 室 が個 室 で あ るか否 かが 関 わ る もの と推 察 で き,電 話頻 度
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は,専 用 電話 の有無 が深 く関 わ ってい る。 また,訪 問頻 度 には施 設 の立地す る都 市の規

模 が要因 とな ってお り,こ の こ とは交通 ア クセ スの影響 に よ る もの と推 察 され る。

(4)家 族 交流 の相 手 と しては子供 の 占め る割 合 が高 く,子 供 のい ない者 は,子 供 のい る者

に比べ,兄 弟,他 の親戚 を交流相 手 とす る割 合 が高 い。 友 人 との交流 は,子 供 の有 無 の

影響 を受 けない。

(5)友 人 との交流 の特 徴 を施 設種別 でみ る と,軽 費 では,入 所 期 間 の長期化 に伴 い交流 が

希薄 にな る こ とが特 徴 的 で あ る。 養護 では,入 所 者 前住 地 と施 設 との距離 関係 の影響 が

み られ,同 一市町 村 か らの入所 者 の友人 交流 が高い。 友 人 との交流形 態 では,電 話 が も

っ とも多 い。

5-3特 別養 護老 人 ホー ム入 所者 の家族 交流

5-3-1研 究方 法

特養 入所 者 の家族 交流 の実態 を把 握 す るため,入 所者 を対 象 と した ア ンケー ト調査 を行

った。 調査 対象施設 の設 定,調 査 対象者,調 査 の方法お よび ア ンケー トの設 問構成 に関 し

ては,「 第4章 特養 」 に同一 で あ り,調 査総数 は622名 で あ る。 調査 対象施 設 は,京 都 市

内3施 設,京 都 府 南部3施 設,京 都府 北部4施 設,計10施 設 で あ る。

ア ンケー トの設 問構 成 は,性,年 齢 等 の属性 の他,ADLな どの身体的 ・精神的状態 を

把握 す るための項 目,入 所 期 間,前 住 地,子 供 の有無,お よび家族 等 との交流 に関す る項

目で あ り,ア ンケー ト調査 票へ の記入 は,身 体的 ・精神 的状 態 の把握 も含 め,施 設 の生活

指 導員,寮 母 な どの施 設職 員 に よった。

家族 交流 の考察 を進 め るに際 しては,家 族 が施 設 を訪れ る面会 と入所 者 が家族 宅 に泊 ま

る外 泊 か ら捉 え る こ と と し,面 会 人数 と外 泊頻 度 に関 しての実態把握 に基 づ き分析 を行 う

もの とす る。

なお,調 査 対象施設 の概 要お よび調査対象者 の属性 につ い て は,「 第4章 特養 」 と同様

で あ るの で,本 章 にお いて は記 述 を省 略す る もの とす る。

5-3-2家 族 交流 の実態 と規 定要 因

面会 人数 と外 泊 の有 無 に関 し,最 近1年 間 の状 況 を図5-5に 示 した。
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面 会 人 数 外 泊 の 有 無

%%

全 体622

性 別 男性[零][一]159

女 性463

入所1年 未 滴[料 譲][一]83

期 間

1～5年368

5～10年120

10年 以 上51

ADL高 レベ ル[一][一]189

中 レペ ル183

低 レベ ル250

痴 呆 な し[一][一]222

症 状

軽度98

中度162

重度136

子 供 の あ り[蹴][蹴]446

有 無

な し176

入 所 直 独 居[蹴][料 臨]246

前 の 家

族形 態 夫 婦72

8

子 世 帯 と242

1

そ の 他62

本 人 同一[糊][一]486

前 住 地 市 町 村

そ の他136

身 元 引 同一[罧*][料 譲]385

受 人 の 市 町村

現住 地 そ の他236

1128.446.614 .379.7

凡例:笏 月に5人 以上口月に2～4人 凋 に1人 程度■な し 笏あ り口な し

図5-5性 別 ・入所期 間等 か らみ た面会 人数 と外 泊の有 無
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面会 は,月 に1人 程 度 の 面会者 が あ る者 は37.1%で あ り,つ い で月 に2～4人 の面会 者

が あ る者 が36.7%,月 に5人 以 上 の面会 者 が あ る者 は18.6%で あ る。 特養 入所 者 の大 半は,

月に1人 以上 の面会者 が あ る。 最 近1年 間,1人 の面会 者 もな か った者 は7.6%で あ る。

外 泊で は,最 近1年 間 に1度 で も外 泊 した者 が28%で あ るの に対 し,外 泊 な しの者 は72%

と高い割 合 を示 してい る。

この面会 人数 と外 泊 の有 無 に関 し,性 別 ・入所期 間 ・ADL等 の ク ロス集 計 に よ り分析

を行 った結 果 を図5-5に 示 した。

面会 人数 は,性 別 ・入所期 間 ・子供 の有 無 ・入所 直 前の家族形 態 ・本 人前住 地お よび身

元 引受 人 の現住 地 の項 目で有 意 差がみ られ る。性 別 では女性 は男性 に比 して面会 者 が多 く,

入所期 間 で は入所 期 間10年 以上 の者 で は面会人 数 は減少 してい る。 子供 の有 無 の別 で は,

子供 を有す る者 は面会 人 数 が多 く,入 所 直前 の家族 形 態 で は同居 の家族 がい た入所者 に面

会者 は多 く,独 居 の者 で は面会 人数 は減 少す る。 本人 前住 地 で は施 設所在 地 が同一 市町村

であ る者 は面会者 が多 い。 また,身 元 引受 人 現住 地 が施 設 所 在 地 と同一 市町村 で あ る者 は

面会者 が多い。

外 泊 に関 して は,子 供 の有 無,入 所 直前 の家族 形態 お よび身 元 引受 人 の現住地 の項 目で

有意 差 がみ られ る。 子 %%
供を有する者,入所前[漁][蹴]

施設A-…-70
に同居の家族がいた者,14325.745.714.32080施設B80
身元引受人の現住地が16.338.84L33.813.886.2施設C50
施設と同一市町村であ122848121090

施設D`'""55
る者 で は 外 泊 す る者 の10 .9/器54551&21α48a6

割 合 が 融 こ の よ う 施設Ela54a83乳5α33L36&748

に 面 会 ・外 泊 と もに,施 設F103&6401L41a98乳170

施設所在地と入所者の 施設GIZ25a1… ……嚢ll準2514949

前住地および身元引受 施設H灘===コ60
26.753.32046.753.3

人の現住地との関連が 施設160
3553.36.733.366.7

深いことが分かるため,施 設J80
53●83013.8/2●547.552.5

施設の所在地 との関連
凡例:笏 月に5人 以上 口月に2～4人 笏あ り 口な し

を踏 ま え考察 を進 め る 期 に1人 程度 ■なし

こ と とす る。 図5-6施 設別にみた面会人数 と外泊の有無
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施設A・B・Cは 京都 市 内,施 設D・E・Fは 京都府 南部,施 設G・H・1・Jは 京都

府 中北部 に所 在す る。 各施 設 毎 の面会 人 数 と外 泊 の有無 を図5-6に 示 した。 面会 人数 に関

し,中 北 部に位 置す る施 設 の方 が,市 内お よび南部 に位 置す る施設 よ りも面会人 数 が多い

傾 向がみ られ る。 外 泊 の有 無 に関 しては,中 北部 の施設 で は外 泊 あ りの入所 者 は33.3%～

51%に 分布す るのに対 し,市 内 ・南部 の施設 では10%～31.3%に 分布 し,中 北部 の施 設入

所 者 の方 が外 泊す る者 の割 合 は高い。

入所 前の家族形態 を施 設別 に整理 し[辮]

図5-7に示したが,京 都市内に所在す 施設A顯%71

る施設A・B・Cお よび南部に所在す 施設B5&61鰹01180

る施設Dで は独居であった入所者の割 施設C451511覇350

合が高いのに対 し・他の緻 では子供 施設D5610…
.…il、.1055

世帯と同居していた入所者の割合が高 施設E5↓591291乳348

い。このような入所前の家族形態の相3a31α44上7146
施設F70

違が,施 設毎の面会人数や外泊の有無 飢1a65上4129施設G49
に関わ るもの と考え られ る。a410.253.11生3 施設H60
以上のように,面 会人数 と外泊の有3上7a7.…501L7

施設160
無の側面より捉えた特養入所者の家族3α71&33a31上7

交 流 に は,子 供 の 有 無 や 入 所 前 の家 族 施設J301上31L37580

形 態,施 設 な どの要 因 が影 響 を及 ぼ し 凡例:笏 独居 □配偶者と二人暮らし

てい る こ とが理解 で き る。 子供世帯と同居 ■その他

っ ぎに,こ れ らの要 因 が家族 交流 に 図5-7施 設別にみた入所直前の家族形態

どの程 度 関 わ ってい るか を考 察す るた

め,数 量 化1類 お よびII類 に よ る分析 を行 うこ と とす る。 面会 につ い て は面会 人 数 を 目的

変 数 とす る数 量化1類 を,外 泊 につ い て は外 泊 の有 無 を 目的 変 数 とす る数 量化1工類 に よ り

分析 し,説 明 変数 と して は,性 別 ・入所 期 間 ・ADL・ 子 供 の有 無 ・入所 前 の家 族 形 態 ・

本人 前住 地 ・身 元 引受 人 の現 住 地お よび施 設 の8項 目を設 定 し,分 析 結 果 を表5-6に ま と

めた。 レンジ,偏 相 関係 数 と もに数値 が 大 きい ほ どそ の説 明 変数 の影 響 が 大 きい こ とを示

して い る 。

面会に関 しては,レ ンジ ・偏相関係数 ともに面会人数 を規定す る第一の要因 は施設 であ

り,つ いで入所前の家族形態,子 供 の有無の順 に面会人数 を規定 してい る。
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外 泊 に 関 して は,レ ン ジ ・偏 相 関係 数 と もに 外 泊 の 有 無 を規 定す る第 一 の 要 因 は施 設 で

あ り,つ い で子 供 の有 無ADLの 順 に外 泊 の 有 無 を規 定 して い る こ とが 判 明 した。

面 会,外 泊 と もに施 設 が 第 一 の 規 定 要 因 で あ り,各 施 設 の カ テ ゴ リー ス コア をみ る と,

面 会 と外 泊 で は各 施 設 の数 値 に 大 き な 差 異 がみ られ る。 外 泊 の有 無 で は,中 北 部 に所 在 す

る4施 設(施 設G,施 設H,施 設1,施 設J)の カ テ ゴ リー ス コア は大 き く,市 内 ・南部

のカテ ゴ リー ス コア は小 さい。

「第4章 特養 」 にお い て,入 所 者 の居室 外 行 動 の項 目す べ て に 関 し(食 事 場所,衣 服 様

態,行 事 参 加,ク ラブ ・リハ ビ リテ ー シ ョン参加,外 出 の有 無),施 設 が第 一 の規 定要 因

で あ り,第 二 の規 定 要 因 は入 所 者 の心身状 況 で あ る こ とが 判 明 してお り,施 設 に よ る入所

者 の処遇 方針 や 力 点 の相 違 が影 響 を与 えて い る もの と推 察 可能 で あ る と思 われ る。 面会 ・

外 泊 に 関 して も,施 設 が第 一 の規 定要 因 で あ るこ とが判 明 した が,先 の居 室 外行 動 と同様

に施 設 に よ る入 所 者 の 処遇 方針 や 力 点 の相 違 が影 響 を与 え て い る と論 じる こ とは で きな い。

表5-6家 族交流の数量化理論による計算結果(特 養)

面 会 外 泊

カテゴ リーNカ テゴ リースコア レ ン ジ 偏相関係数Nカ テゴ リースコア レ ン ジ 偏相関係数

性 別 嬰 桂111編1α146α0868181君81100娼 α0452

入 所 期 間1～3年2300.09402430,1411300.0390.1060」069
3～5年1370.027370.017
5以 上171-0.14971-0,067

身 体 状 況 低 レ ベ ル 群221-0・0140・0270・015621-0・0780・1530」575

中 レ ベ ル 群1500.005500.031

高 レベ ル 群1670.013670.075

子 供 の 有 無 あ り3730.0990.3230.1845730.0620.2010.2036

な し15-0.22465-0.139

魏 悪の家 享編 しll31110・340α197811君8110・091α0943

翻 の前住 属=幕 野ll9朧0・106α051611311位1490」217
その他15-0.08225-0.og

錘 謬 人 早あ覆町村ll名ll含0・2300」21011糊qOO30・0034

施 設 雑齢1君lllo・945α400311:81書 α542位3474

施設C44-039344-0280

離21描ll唱881
離ε1僧 器21君ll9
施設H600353600176

離 ムll糊ll8捲1

重 相 関 係 数0.3436判 別 的 中率74.296,相 関 比0.4677

〈注記 〉 上 表 は 入 所1年 未 満 の 者 を除 い た。

本 人前 住 地 は 同 一 市 町 村 の割 合 が 高 く適 切 な 計 算 を行 うた め に上 記 の カ テ ゴ リー に分 類 した 。
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既 往研 究 に基 づ けば,根 本8)は,老 人福祉施 設入所者 と家族 との交流 に関す る事例調査

に よ り,入 所 者 と家族 との好 ま しい関係 には,施 設職 員 の家族 へ の接 近 の有 無 が関わ る と

指摘 し,ま た,杉 澤 らωは特養 入所者 の家族 に関す る研 究 にお い て,家 族 の居住地 と施 設

との距離,入 所者 の意志疎 通能 力等 が家族 の面会頻度 に関 わ るこ とを明 らか に しつ っ,施

設処遇 へ の評価 が低 い家族 では,施 設 への訪問頻度 が有 意 に高い こ とも明 らか に してい る。

これ らの知見は,施 設 入所 者 と家族 との関係 の側 面 に加 え,施 設 と家族 との関係 もが入所

者 と家族 との関係 に影 響 してい るこ とを明 らかに した もの とい え,入 所者 と家族 との関係

を多面的 かつ 重層的 に把 握す る こ との重要性 を示唆す る もので あ るが,今 回 の調査研 究 で

は充分 に論究で き るだ けの手がか りを持つ もの ではなか った。

5-3-3小 括

(1)特 養入所者の面会 に関 し,大 多数 の者 は月に1人 以上 の面会者 があるものの,外 泊 に

関 しては,外 泊な しの者が過半数 を超 える。

(2)面 会 人数,外 泊の有無 を規定す る要因を析出の結果,面 会人数 に関 しては施設,入 所

前の家族形態,子 供 の有無が面会人数 を規定す る要因であ り,外 泊の有無に関 しては,

施設,子 供 の有無,ADLが それ ぞれ の規定要因であることが判明 した。
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